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　　目　次　　　　　　　　　※当日のプログラムにそって掲載しました。

■ 第 1 部　講演

　p.  2　演題「巌谷小波と日本の昔話−『山男の手袋』をめぐって−」　

　　　　　　　講師：大島広志　

■ 第２部　昔語り

　p.  7　立石憲利さんの語り「桃太郎」「嘘話の賭け」

　p.11　矢部敦子さんの語り「稲むらの火」「ウサギが月で餅ついているわけ」

　p.13　金基英さんの語り「蚊の由来」「青蛙」

　p.17　君川みち子さんの語り「きつねの桜かんざし」

　p.20　大平悦子さんの語り「妻のたましい」「河童の手紙」

　p.22　藤田浩子さんの語り「赤面地蔵」「わらべうた   じぞうさま」   「はーその通り」

　

第
44
回 

楽
習
会 

　
　

第
六
回 

語
り
の
小
祭
り 

特
集
号

　
二
〇
二
一
年
九
月
二
六
日
午
後
二
時
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
第
六
回

語
り
の
小
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
九
〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

本
来
な
ら
昨
年
の
十
月
、「
第
一
五
回
全
日
本
語
り
の
祭
り
in
加
賀
」
が
開
催

さ
れ
る
筈
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
、
二
〇
二
二
年
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
企
画
さ
れ
た
の
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
語
り
の
小
祭
り
」
で
す
。

第
一
部
は
、「
語
り
の
祭
り
」
の
全
体
会
で
講
演
予
定
だ
っ
た
大
島
広
志
さ
ん

の
お
話
。
第
二
部
は
、
同
じ
く
全
体
会
で
出
演
す
る
予
定
だ
っ
た
藤
田
浩
子

さ
ん
を
は
じ
め
、
大
平
悦
子
さ
ん
・
君
川
み
ち
子
さ
ん
・
金
基
英
さ
ん
・
立

石
憲
利
さ
ん
・
矢
部
敦
子
さ
ん
に
よ
る
語
り
。

　
大
島
さ
ん
の
講
演
で
は
、
外
国
の
お
話
が
時
を
経
て
場
所
を
変
え
て
、
語

り
継
が
れ
て
い
く
過
程
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

て
も
聞
き
ご
た
え
の
あ
る
講
演
で
し
た
。

　
地
方
も
個
性
も
違
う
六
人
の
語
り
手
か
ら
は
、
心
に
響
く
昔
話
が
語
ら
れ
、

笑
っ
た
り
、
涙
し
た
り
し
ま
し
た
。
津
波
の
お
話
が
三
話
語
ら
れ
ま
し
た
。

十
年
目
の
節
目
に
あ
た
る
東
日
本
大
震
災
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　『
全
日
本
語
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
ュ
ー
ス
』
特
別
号
と
し
て
、「
語
り
の
小

祭
り
」
の
記
録
を
お
届
け
し
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
お
読
み
い
た
だ
き
、
内
容

の
濃
い
贅
沢
な
時
間
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上 

幸
弘 （
全
日
本
語
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

※
本
号
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
語
り
手
の
方
々
に
は
多
大
な
お
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
語
り
手
名
の
下
の

（
　
）
は
語
り
手
と
関
係
の
深
い
地
域
で
す
。
ま
た
、当
日
の
感
想
は
ニ
ュ
ー
ス
81
号
と
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。


